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感染症発生動向速報  

（令和 6 年第 25 週分・ 6 月 17 日～ 6 月 23 日）  

《 インフォメーション 》 

●水痘（水ぼうそう） 

県内の小児科定点からの水痘患者報告数は、2014

年からの定期予防接種導入後に大きく減少しまし

た。5歳未満では速やかに減少し、その後も減少傾向

が継続しています。また、5 歳以上の報告数は 2017

年以降、2020年までほぼ横ばいでしたが、2021年以

降は減少しました（上図）。2024年の患者報告数は、

第 24 週に注意報レベルである定点医療機関当たり

1.0 人を超えて 1.34 人/定点となりました。このた

め、富山県は水痘に関する注意喚起を発表しました。

患者の年齢は 5 歳以上の小児が 9 割以上を占めてお

り、ワクチン接種後のブレークスルー感染※と考えら

れました。今週には、県内の水痘の報告数は 0.21人

/定点に減少しました（下図）。 

水痘は、水痘・帯状疱疹ウイルスの初感染による感

染症で、小児期に好発します。感染力が非常に強く、

接触感染、飛沫感染、空気感染で人から人へ伝播しま

す。感染後 2週間程度の潜伏期間を経て、発熱とかゆ

みを伴う全身性の発疹で始まります。発疹は水疱、か

さぶたへと変化し、通常 1 週間程度で自然に治癒します。一方で、多くの合併症が知られて

おり、成人や妊婦、免疫不全患者等は重症化のリスクが高く、時に致命的となります。 

水痘は、ワクチンで予防可能な疾患です。日本では 2014 年 10 月から水痘ワクチンが定期

接種となり、生後 12～36か月の間に 3か月以上の間隔をあけて 2回接種することになってい

ます。定期接種の機会を逃さずきちんと 2 回接種を受けることが重要です。ワクチンを接種

しても水痘を発症することがありますが、一般的には軽症です。 

※ブレークスルー感染：ワクチンを接種した後でその病原体に感染すること 

《 全数報告の感染症 》 

二類感染症 結核 ４件（①20歳代、男性 ②50歳代、女性 ③60歳代、女性 ④100歳代、男性） 

五類感染症 梅毒 １件（第 24週診断分：50歳代、男性、早期顕症梅毒Ⅰ期） 

《 定点報告の感染症 》 

 今週の県内上位６疾患 定点あたりの数 

順位 疾病名 今週（増減） 先週 

１位 手足口病 5.75（↑） 5.34 

２位 感染性胃腸炎 4.00（↓） 4.72 

３位 Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3.36（↓） 4.34 

４位 COVID-19 3.20（↑） 2.55 

５位 咽頭結膜熱 2.39（↑） 2.00 

６位 ＲＳウイルス感染症 1.86（↑） 1.45 

水ぼうそうはワクチンで

予防しましょう 
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○感染症発生動向調査報告状況（令和６年第２５週　令和６年６月１７日～令和６年６月２３日）

新川 中部 高岡 砺波 富山市 計 新川 中部 高岡 砺波 富山市 計

二類感染症 結核 1 1 1 1 4 7 2 19 5 27 60

（再掲）結核：無症状病原体保有者を除く 1 1 1 3 4 2 9 3 15 33

三類感染症 腸管出血性大腸菌感染症 1 1 3 5

四類感染症 Ｅ型肝炎 1 1

レジオネラ症 1 7 1 14 23

五類感染症 アメーバ赤痢 2 2

カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 1 2 8 11

急性脳炎 1 1 2

劇症型溶血性レンサ球菌感染症 1 2 1 8 12

後天性免疫不全症候群（ＨＩＶ感染症を含む） 1 2 3

侵襲性インフルエンザ菌感染症 2 1 2 5

侵襲性髄膜炎菌感染症 1 1

侵襲性肺炎球菌感染症 2 1 4 7

水痘（入院例） 1 1 2

梅毒 2 3 7 12

播種性クリプトコックス症 1 1

百日咳 1 1
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0.13 0.04 　

50 15 38 18 26 147 1,295 751 2,318 1,258 2,041 7,663

8.33 3.00 2.92 3.00 1.63 3.20 　
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インフルエンザ による入院患者（※1） 21 10 31 48 69 179

COVID-19 　　　による入院患者 4 1 1 2 12 20 106 103 73 128 346 756

マイコプラズマ肺炎

感染性胃腸炎（ロタウイルス）

入院サーベイランス
（5定点）

本週報のデータは速報値であり、今後、調査などの結果に応じて若干の変更が生じることがあります。　　　　※1 インフルエンザによる入院患者累計報告数は、令和5年第36週(9月4日)～の集計です。

全
数
把
握

定
点
把
握

(

上
段
…

報
告
数
、

下
段
…

定
点
医
療
機
関
当
た
り
の
報
告
数

)

基幹定点
（5定点）

眼科定点
（7定点）

小児科定点
（28定点）

ヘルパンギーナ

流行性耳下腺炎

急性出血性結膜炎

流行性角結膜炎

無菌性髄膜炎

感染性胃腸炎

水痘

手足口病

伝染性紅斑

突発性発しん

COVID-19

インフルエンザ／
COVID-19定点
（46定点）

ＲＳウイルス感染症

咽頭結膜熱

Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎

分類 疾患
今週報告分（第２５週） 累積報告数（令和6年第1週（1月1日）～）

インフルエンザ


